
【2025年最新】LiPro評価基準（保育士通信
講座） 

  
LiProで保育士通信講座のランキング作成において、評価基準を作成いたしました。 

 

 

当サイトは広告収入を元に運営されています。ユーザーの皆様に公正、かつ、正確な情報をお届けするため
に、広告にあたる商品・サービスには「PR」や「スポンサードリンク」などの記載をすることを遵守しています。 
「選び方」で紹介している情報は、必ずしも個々の商品の安全性・有効性を示しているわけではありません。
商品を選ぶときの参考情報としてご利用ください。 

調査概要 
 

調査方法 各保育士通信講座の公式サイトを確認 

調査実施期間 2025年1月25日～1月31日 

 

1. 評価基準の設定の流れ 
評価基準の設定の流れは以下の通りです。 
 

1.​ 各保育士通信講座の公式サイトを確認 
2.​ 評価基準の項目について調査 
3.​ 評価基準をもとに評価をする 

1-1. 各保育士通信講座の公式サイトを確認 
調査する保育士通信講座の公式サイトにて、サービスの内容等を確認しました。 

1-2. 評価基準の項目について調査 
評価基準（「料金」「教材の充実度」「サポート体制の充実度」「合格率」「サポート期間の長さ」）の

5項目に関して、保育士通信講座の公式サイトの情報を調査しました。 



1-3. 評価基準をもとに評価をする 
調査した情報を確認して、評価基準をもとに評価をしました。 

2. 評価基準 
「料金」「教材の充実度」「サポート体制の充実度」「合格率」「サポート期間の長さ」の5項目にお

いて、1〜5までの評価基準を設定いたしました。 
 

項目 評価1 評価2 評価3 評価4 評価5 

料金 
5万円以上 

もしくは非公開 
4万円〜5万円 3万円〜4万円 2万円〜3万円 1万円〜2万円 

教材の充実

度 

白黒の紙媒体テ

キストのみ提供 
イラストや図表な

ども無く、分かり

にくいテキストで

の学習 

フルカラーでイラ

ストなどを用いて

分かりやすく解説

されているテキス

トで学習ができる 

テキスト、動画講

義、WEB演習の

うち、1つが利用

可能 

テキスト、動画講

義、WEB演習の

うち、2つが利用

可能 

テキスト、動画講

義、WEB演習の

全てが利用可能 

サポート体

制の充実度 

添削サービスや

質疑応答などの

サポート体制が

全くない 

回数制限のある

質問のみ提供 

添削サービス、回

数制限のない質

問、学習スケ

ジュールの提供

のうち、1つが利

用可能 

添削サービス、回

数制限のない質

問、学習スケ

ジュールの提供

のうち、2つが利

用可能 

添削サービス、回

数制限のない質

問、学習スケ

ジュールの提供

の全てが利用可

能 

合格率 
合格実績が公開

されていない 

過去3年以内に合

格実績の更新が

あり、合格率60％

以上の実績 

過去3年以内に合

格実績の更新が

あり、合格率65％

以上の実績 

毎年合格実績が

更新されており、

かつ合格率が60
％以上 

毎年合格実績が

更新されており、

かつ合格率が65
％以上 

サポート期

間の長さ 

不合格だった場

合でも、サポート

期間の延長は認

められない。 

受講開始から1
年〜1年半の間

は、質問サービス

やWEB講義が利

用できる。 

受講開始から1年

半〜2年の間は、

質問サービスや

WEB講義が利用

できる。 

受講開始から2
年〜2年半の間

は、質問サービス

やWEB講義が利

用できる。 

受講開始から2年

半以上、質問

サービスやWEB
講義が利用でき

る。 

 

2-1. 料金 
単科目の料金ではなく、総合講座の料金で評価しました。 



2-2. 教材の充実度 
保育士資格取得に向けての学習は、テキストだけではなくWEB上の動画講義が視聴できたり、

問題演習ができたりすると効率的に学習が進められます。教材がテキスト・WEBともに充実して

いるかを評価基準としました。 

2-3. サポート体制の充実度 
通信講座は基本的に独学で勉強するため、添削サービスや質問できるサービスなどがあると、
挫折せずに学習が進められます。そのため、サポート体制の充実度を評価の基準としました。 

2-4. 合格率 
保育士通信講座を選ぶ際は合格率の高さが重要ですが、合格実績の更新が数年前で停止して

いる公式サイトもあります。合格率の高さだけではなく、毎年合格実績が更新されているかも評

価基準にしました。 

2-5. サポート期間の長さ 
保育士試験を一発で全科目合格できる確率は非常に低いため、通常は複数回受験をして保育

士資格を取得します。試験が不合格の場合でも、サポート期間を延長できると安心なので、サ

ポート期間の長さを評価基準にしました。 

3. 調査した保育士通信講座  
今回調査したのは下記の保育士通信講座です。 
 

保育士通信講座 公式サイト 

ユーキャン 公式サイト 

ヒューマンアカデミー 公式サイト 

四谷学院 公式サイト 

スタディング 公式サイト 

資格のキャリカレ 公式サイト 

東京リーガルマインド 公式サイト 

フォーサイト【閉講】 公式サイト 

https://www.u-can.co.jp/%E4%BF%9D%E8%82%B2%E5%A3%AB/?il=[top]45_top_menu
https://haec.athuman.com/shop/pages/nursery-teacher.aspx
https://yotsuyagakuin-tsushin.com/hoiku/
https://studying.jp/hoikushi/
https://www.c-c-j.com/course/welfare/childminder/rn/
https://www.lec-jp.com/hoikushi/
https://www.foresight.jp/hoikushi/?srsltid=AfmBOooOacOjDEoKhuHuKd_JLvzHEhz9vUU8yuskFgcLlB-NoH3H2tQE
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